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高温条件における穂肥窒素分施体系が水稲コシヒカリの

収量および玄米品質に及ぼす影響
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近年,登熟期の高温により玄米外観品質の低下が著しい．登熟期が高温に経過した2010年度および2011年度において，滋賀県

の水稲主要品種「コシヒカリ」を栽培した.移植時期や基肥および追肥施用量を変更するとともに,それぞれの場合に，１回目（幼

穂形成期７日後，Ｉ穂肥Ｉ」）と２回目（同１４日後，Ｉ穂肥Ⅱ」）の施用量を変更した試験区を，穂肥の総施用量を4訓㎡とし

て設け，水稲収量および玄米品質に及ぼす影響を検討した．その結果，移植時期や基肥および追肥施用量の変更により水稲収量や

玄米品質が変動したが,穂肥1-穂肥Ⅱ施用量が2-2,1-3,HgdV㎡の比較では,１回目を減量し２回目を増量するにしたがい精玄

米重が減少し，玄米外観品質が向上する傾向が認められた．玄米外観品質の向上は乳白粒や基部未熟粒の減少によった．玄米蛋白

含量は１回目を減量し２回目を増量するにしたがい増加する傾向があったが，増加の程度は小さかった．登熟期が高温の場合，標

準的な2-2訓㎡の施肥で十分な収量が得られるが玄米外観品質が低下する場合には,l-3gjV㎡への変更が玄米品質向上に有効と考

えられた．

1．緒言

近年，西日本を中心にｌ等米比率の低下が著しい。滋賀県

においても，1998年以降では2003年および2012年を除きｌ

等米比率が全国平均を下回る年が続いているＪ特に気温が高

まる７月下旬から８月上旬ごろに出穂期を迎える早生品種の

品質低下が著しい．

玄米外観品質の低下は,登熟期の高温による影響4),６),７)，

9),11),12)だけでなく，籾数が多いほど乳白粒が多くなること

3),７),８),13)，基白.背白粒は登熟期の稲体の窒素栄養条件が

低いと多くなること6),７),８)から,稲の栄養状況なども影響

していると指摘されている.

滋賀県では琵琶湖への窒素流出負荷軽減のため，生育期間

全体の窒素減肥を進めてきた経緯がある．しかム減肥の進

んだZ髄の施肥量でZあっても，最近の高温気象条件では生育

前半から過繁茂となり,籾数が過剰になる場合が多い.また，

生育後半の施肥については，玄米蛋白含有率が出穂期に近い

施肥で高まることが明らかにされ')''4),実肥の取りやめや穂

肥の減肥が'慣行的に行われている．これらのことが，籾数の

増加や生育後期の栄養凋落を招き玄米外観品質を劣化させて

いることがうかがわれる。

*退職

‘

穂肥の施用法が収量や玄米外観品質に及ぼす影響を解析す

るため,堀田ら2)は,滋賀県農業技術振興センター内ほ場に

おいて５月中旬植のコシヒカリを供試し，穂肥の１回目（幼

穂形成期７日後）と２回目（幼穂形成期１４日後）の窒素施用

量を変更した施肥試験の結果から,穂肥の総窒素施用量3gjV

㎡では収量を低下させずに玄米外観品質を高めることは難し

く，１回目と２回目にそれぞれ２馴/㎡，合計4訓/㎡を施用

する施肥法が収量および食味を低下させずに玄米外観品質を

高める施肥体系であることを明らかにした．

本研究では,作土の土性,移植時期および基肥戸追肥の窒素

施用量を変更した試験区を設けた上で,穂肥合計49N/㎡施用

での１回目と２回目の施用量の変更が収量および玄米品質に

及ぼす影響を検討した．

2．材料および方法

2010,2011年度に,滋賀県農業技術振興センター内の作土

土性がSLのほ場およびCLのほ場において，水稲「コシヒカ

リ」の稚苗を機械移植した.栽植密度は18.2株/㎡，植付本

数は4～5本/株とした．

試験区は移植時期２水準，基肥および追肥の窒素施用量






















